
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも

とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図ること

のできる愛情のこもった養育

環境を提供します。 広報誌 第４７号 

平成２９年  秋発行 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの新しいお部屋ができたよ!！ 

８月末から工事をしていた「小規模グループ

ケアことり組」のリフォームが終わりました。新

しくなったお部屋には、お風呂やトイレが併設

され、より家庭的な環境で生活できるようにな

りました。「子ども達にとって安心安全な生活環

境を」と間取りや窓の大きさ・位置、内装の色

等々話し合いを重ね、約 2 カ月の工事期間を経

て完成となりました。 

外装工事中は秋田赤十字病院の院内保育園に

お世話になったり、温泉施設へ出かけたり、いつ

もと違う夏を過ごした子ども達です。 

さらに、男の子達は、大好きな工事車両や工事

のおじさんを毎日観察することができました。

遊び上手な子ども達はさっそくごっこ遊びへと

発展させ、「大きくなったら工事のおじさんにな

る。」と宣言する子も現れるほどでした。 

 

新しいお部屋での生活は快適です。自分のお

着替え袋を抱えお風呂場まで行く必要もなく毎

日のように養育者と一緒に入浴できます。玄関

と直結のドアができ散歩や外遊びが便利になり

ました。何よりも、トイレが近くなったことでト

イレットトレーニングがしやすくなりました。

オムツにさよならしてお兄さん、お姉さんにな

る日も近い(？)と期待しています。 

また、11 月 7 日の秋篠宮妃殿下がご訪問の

際には完成したばかりのお部屋をご視察され、

子どもたちにお声がけ頂きました。 

秋篠宮妃殿下のご視察の日。 

今か今かと新しいお部屋で待っている子ども達。 

工事期間中にみんなでクワドームザ・ブーンへ 

「ここからお外に行けるよ」 



ばんび組 
 コンビニでパンやジュース、ケーキを買ってセリオ

ンに遊びに行ってきました。少し風が強くて寒かった

けど、ドキドキ、ワクワク楽しいことがいっぱいでし

た。たくさん遊んで食べて、寒さになんて負けない

ぞ！                  （大石） 

ひよこ組 
 ハイハイ、つかまり立ち、歩き出し。それぞれが

新たな一歩を踏み出したひよこ組。見える景色や行

動範囲も変わっていろんな物に興味津々。これから

一緒に楽しいこといっぱい見つけようね。    

（高杉） 

ぱんだ組 

 楽しみにしていたピノキオ公園へのお出かけ。初め

て目にした大型遊具でたくさん体を動かして、元気い

っぱい遊びました。ドキドキ、ハラハラのなが～いす

べり台、楽しかったね。        （渡邉） 

ことり組 
 乳児院で七五三の写真撮影会！去年は羨ましそうに

お兄さんお姉さんの姿を見ていた K ちゃん。今年は髪

を結ってもらい、お化粧をして着物を着ました。鏡に

映った自分の可愛い姿にうっとり。     （畠山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

お昼はイオンモールでお顔より大きな

パンをパクリ。 

わたし、可愛い？？ 乳児院はどこかな～？ 

保育室ダイアリー 

新たな発見目指して LET'S GO！ 



■編集・発行 秋田赤十字乳児院 

〒010－0041  秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL 018-884-1760   FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761（8:30～23:00） 

 

 

 

 

 

日本赤十字社秋田県支部の創立 130 周年記念大会が 

11 月 7 日、秋田県民会館で開催されました。大会では、 

災害救護やボランティア育成、寄付などにより支部の活動へ 

貢献した個人や団体の皆様が表彰されたほか、当乳児院職員が 

2 人の子どもをそれぞれ里親委託したときの体験を発表させていただきました！ 

「あのとき、勇気をもって里親へ託しませんか？と言って本当によかった」、 

「子どもの幸せに地域差があってはいけない。」 

など強く想いを語り、発表が大成功に終わると思いきや・・・ 

最後はカミカミとなってしまい・・・ 

油断は禁物だべさ。とのこと。（本人談） 

また、大会にはエレクトーン奏者として当乳児院の保育士も参加し、 

会館中に心地よい音色を響かせ、こちらも大変好評でした(＾◇＾) 

 

なお、大会へ日本赤十字社名誉副総裁を務める秋篠宮妃殿下が 

ご臨席されており、終了後は当乳児院へご訪問され、子どもたち 

一人ひとりへお声をかけて下さり、とても貴重な体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

善意寄付！ 
 

 

昨年度、ベビーベッドとイナバ物置を寄贈していただ

いた第一建設工業株式会社秋田支店様より、なんと！今

年も子どもたちにアンパンマン時計を寄贈していただき

ました！（*^_^*） 

前から欲しくてほしくて…でも、高くて買えなかった

アンパンマン時計…(>_<)今まで、部屋の中の時計を窓に

へばりついて見ていた職員は、院庭に念願の時計が設置

されアンパンマン好きの子どもたちよりも大喜びです。 

 

 
  

     
 

 

編集後記 ～スタッフから一言～ 

 
皆さん、表紙で「ん？」と、二度見して目をこす

られたでしょうか…。この時期の発行は、冬号よ

ね！と見せかけて…まさかの秋号です。 

 

乳児院の子どもたちは運動会、お月見、ハロウィ

ン、七五三・・・と秋の行事と味覚をたくさん楽し

みました。 

そして待ちに待ったことり組の完成、秋篠宮妃

殿下のご視察をいただきました。 

 

今年も残すところあとすこし。 

この「よちよちちゃん」が皆さんのもとへ届く 

ころには、“冬号”の内容検討をしたいと思います。 

 

（村井） 

職員が大活躍！～130周年記念大会にて～ 


